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概要：本研究室では NO の電極反応機構を研究し、下図にあるように、NO が酸化電流を通して触媒的に検出され、拡散律速電流より
も、10 倍大きい電流が得られることを見出した。その特徴は、(1) その電流は生体中の酸素の影響を受けず、(2) 触媒修飾膜が NO2
を遮蔽するため、NO を選択的に検出できたことである。最近になって、電気化学制御により亜硝酸塩から NO の発生に成功し、NO の
連続生成セルを設計した。こと発明は NO に基づく生理作用・病態の解明，予防・治療・「薬」の開発を促すのに役立つと思う。一方、
ＮＯは細胞膜を透過・拡散して周囲の細胞で作用する脳内ガス状伝達物質であることを考慮し、油／水界面における反応活性物質の
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